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協会は、1998 年から 2001 年にかけて、群馬県 H 町において、町内全小学生を






























走運動 跳運動 投運動 ドリブル
実験群 77.3 72.9 50.6 60
統制群 81.7 39.4 39.4 59.5
男児 82.6 65.2 69.6 39.1











て 6 項目（①子どもが行う外的行動の特徴の捉え方 ②自己コントロール ③
内なるリズム ④保育者による子ども理解の特徴 ⑤保育者の支援の特徴 ⑥
評価）で区分し、検討を加えた。又、運動能力の育ちの具体的な試案をこれまで
の参考資料を踏まえて提案している。ただし、これから実践を通して深めるべき
ものである。 
また、内なるリズムは、運動能力の向上にどのように関与しているかについ
て、検討を加える必要があると考えている。そのためには、内なるリズムによ
る幼児の運動能力の向上の過程を詳細に観察・研究する必要がある。 
 
〔２〕審査結果の要旨 
審査において、上記のないようについて説明が行われた。その上で、いくつか
の質問が行われた。まず、先行研究・行政による調査など幼児の運動能力の調
査を踏まえていること、又、その先行研究を４つにまとめて整理していること
は評価できること、内なるリズムからの提案は重要であることを評価するとの
指摘があった。 
そのうえで、いくつかの質問・指摘あった。すなわち、運動能力の先行研究
の評価、筆者の提起する枠組み及び統計上の処理、文部科学省の運動指針との
関連・遊びとの関連はどう考えるかなど多様な指摘があった。又、タイプ分け
のめいめいがしっかり根拠を持っていることが望ましい、筆者のプログラムの
提案は部分であるのでプログラムの発想または軸の提案にしたほうがよいな
どいくつかの修正点を指摘された。 
これらの指摘や修正点について的確な回答があった。 
以上のことから、論文・面接とも博士論文として認められるとの評価を行っ
た。よって、本論文は、博士(教育学)の学位を授与するにふさわしい論文と認
める。 
